
都市の未来をつくるのは、
人のつながり。

新しい地域経済プラットフォーム

「原宿 if space」の運用実験を

フューチャーセッションズが開始

̶̶ ̶ それを証明するプロジェクト。

「渋谷をつなげる 30人」プロジェクトは、渋谷区の総合政

策「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」で掲げる 20年

後の渋谷区の未来像を実現するために、渋谷区の企業・

行政・NPO・市民の 30名が参加し、連携して「つながり」

を深めながら、課題達成のためのビジネス活動を約半年

かけて立案・実行する、まちづくりプロジェクトです。

　イノベーションファシリテーターは、多様なステー

クホルダーの集合知を引き出し、主体的な変化のムー

ブメントを起こす、新たなリーダーシップの形です。

　if space は、1人のイノベーションファシリテーター

が、5人くらいから、多くは100人以上の参加者を招

き入れ、様々なスタイルで対話し、アイデアを出し、参

加者の主体性を引き出しながらプロジェクトを進める

ための専用空間です。簡単に移動できる椅子と机、

ボードがあり、ペアでの対話、ワールドカフェ、フィッ

シュボウル、一つのサークルになって話すなど、あら

ゆる対話の方法論に沿って、部屋のレイアウトを縦横

無尽に動かして対話を進められます。

　イノベーションファシリテーターは、想いを引き出

し、その先にある未来の兆しや、ファクトとしてのオー

プンデータを収集・可視化し、問題の本質を明らか

にします。そこから、今まで解けなかった課題を「独

i f  space  （=　　　　　　 ）は
「もし_____ だったら？」という、多様な問いが集まる空間

if (= innovation facilitator)  が
対話と協働の場を持つための、最高に使いやすい空間

自の視点の（前向きな）問い」に変換し、ステークホル

ダーを広げて招き入れ、対話を深めます。そして未来シ

ナリオを描き、バックキャスティングすることで、変化を

起こすビジネスアイデアを生み出します。最後には、そ

れを社会実装すると同時に、自社がその新価値を創出

できる組織になるための変革を仕掛けます。

　渋谷をつなげる30人では、企業・行政・NPOから

参加したメンバーたちが、渋谷の未来像を実現するた

めの課題を再定義し、自組織のビジネス活動で達成し

ていきます。

たとえば、セコムの組織変革、キユーピーの CSR を推進

するビジネスパーソン、渋谷区の経営企画で総合政策をつ

くる行政マン、NPO や起業家支援で有名な ETIC やサー

ビスグラント、そしてマイクロソフトの地方創生担当部長。

こんな多様性あるチームで「渋谷区の子どもの未来」をつ

くるビジネス活動を考えたら、何が生まれるでしょうか？

　if space は、ここに行けばソリューションがある

という場所ではなく、ここに行くと「多様な人のも

つ想いや問題意識 」が溢れている場所です。めざ

すところは、誰もが持っている不満や、叶わぬとあ

きらめていた願いを持ち寄ることで、前向きな「問

い」（問いかけ）に変換し、みんなで協力しあって

行動を起こしていける関係性を生み出す場所です。
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渋⾕をつなげる30⼈
第6期(2021年度)

渋⾕発ソーシャルイノベーションを
東京・世界へ

地域のまちづくりのプレイヤーとして丁寧に選んだ
市⺠・企業・⾏政・NPOからの30⼈のマルチステークホルダーが
約半年のプログラムで地域イノベーションを協働するプログラムです。

主催︓Slow Innovation株式会社 協賛︓渋⾕区（予定）



イノベーションのこれから︓FastからSlowへ
Fast Innovation Slow Innovation

イノベーションの始まり 顧客ニーズの発⾒ 社会課題の発⾒
アプローチ 解決策の適⽤ 関係性の再構築
ターゲット 市場（マーケット） 地域（ローカル）

ステークホルダー 意思決定者に絞る すべての関係者に広げる

ビジネスモデル クローズド・
バリューチェーン

オープンサービス・
プラットフォーム

成功要因 競合との差別化 価値への共感

成功の定義 市場での成功
（短期的成功）

地域の課題解決
（⻑期的成功）

2



Slow Innovationの時代

地域がイノベーションの
最先端フィールドになる

市⺠協働イノベーションエコシステム
Ø⾃治体は、イノベーションのリーダシップをとる
Ø市⺠は、社会課題発⾒のパートナーになる
Ø⼤企業は、最先端の社会課題をもつ地域で、イノベー
ションのサービスプラットフォームづくりに取り組む

Ø地域企業は、持続的な課題解決の担い⼿となる
3



3 ⺠間アイデアを促進する
⾏政の政策形成

市⺠協働イノベーションエコシステム

社会課題
（市⺠ニーズ）

⺠間企業の
価値提供

地域の⻑期ビジョン
将来のありたい地域の姿

市⺠協働（企業）
⺠間企業の⼒を把握し
発揮できるようにする

市⺠協働（市⺠）
市⺠のニーズを把握し
実現を⽀援する

⾏政職員の
イノベーション
ファシリテーター化

1

⺠間イノベーターによる社会課題解決
2

⾏政と市⺠が協働し、
解決すべき社会課題を
明らかにする

⾏政と企業が協働し、
ビジネスによる社会課
題解決の条件を整える

4



5

気仙沼をつなげる30⼈（2019）

ナゴヤをつなげる30⼈（2019-）

京都をつなげる30⼈（2019-）

海外
• ヴィンタートゥール30（スイス）

（2021-）
• 世界中の各都市にProject30を広げるため、

国際NGO Project30の⽴上げ準備（スイス）
（2021-）

渋⾕をつなげる30⼈（2016- 今年度は第６期）
横浜をつなげる30⼈（2020-）
まちだをつなげる30⼈（2020-）

ひろしまをつなげる30⼈（2021-）

⻑野をつなげる30⼈（2021-）

敦賀をつなげる30⼈（2021-）

つなげる30⼈（Project30）の広がり



つなげる30⼈（Project30）とは
地域のまちづくりのプレイヤーとして丁寧に選んだ、

市⺠・企業・⾏政・NPO/⼤学からの30⼈のマルチステークホルダーが、
半年から1年間のプログラムで地域イノベーションを協働する仕組み

都市の未来をつくるのは、
人のつながり。

新しい地域経済プラットフォーム

「原宿 if space」の運用実験を

フューチャーセッションズが開始

̶̶ ̶ それを証明するプロジェクト。

「渋谷をつなげる 30人」プロジェクトは、渋谷区の総合政

策「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」で掲げる 20年

後の渋谷区の未来像を実現するために、渋谷区の企業・

行政・NPO・市民の 30名が参加し、連携して「つながり」

を深めながら、課題達成のためのビジネス活動を約半年

かけて立案・実行する、まちづくりプロジェクトです。

　イノベーションファシリテーターは、多様なステー

クホルダーの集合知を引き出し、主体的な変化のムー

ブメントを起こす、新たなリーダーシップの形です。

　if space は、1人のイノベーションファシリテーター

が、5人くらいから、多くは100人以上の参加者を招

き入れ、様々なスタイルで対話し、アイデアを出し、参

加者の主体性を引き出しながらプロジェクトを進める

ための専用空間です。簡単に移動できる椅子と机、

ボードがあり、ペアでの対話、ワールドカフェ、フィッ

シュボウル、一つのサークルになって話すなど、あら

ゆる対話の方法論に沿って、部屋のレイアウトを縦横

無尽に動かして対話を進められます。

　イノベーションファシリテーターは、想いを引き出

し、その先にある未来の兆しや、ファクトとしてのオー

プンデータを収集・可視化し、問題の本質を明らか

にします。そこから、今まで解けなかった課題を「独

i f  space  （=　　　　　　 ）は
「もし_____ だったら？」という、多様な問いが集まる空間

if (= innovation facilitator)  が
対話と協働の場を持つための、最高に使いやすい空間

自の視点の（前向きな）問い」に変換し、ステークホル

ダーを広げて招き入れ、対話を深めます。そして未来シ

ナリオを描き、バックキャスティングすることで、変化を

起こすビジネスアイデアを生み出します。最後には、そ

れを社会実装すると同時に、自社がその新価値を創出

できる組織になるための変革を仕掛けます。

　渋谷をつなげる30人では、企業・行政・NPOから

参加したメンバーたちが、渋谷の未来像を実現するた

めの課題を再定義し、自組織のビジネス活動で達成し

ていきます。

たとえば、セコムの組織変革、キユーピーの CSR を推進

するビジネスパーソン、渋谷区の経営企画で総合政策をつ

くる行政マン、NPO や起業家支援で有名な ETIC やサー

ビスグラント、そしてマイクロソフトの地方創生担当部長。

こんな多様性あるチームで「渋谷区の子どもの未来」をつ

くるビジネス活動を考えたら、何が生まれるでしょうか？

　if space は、ここに行けばソリューションがある

という場所ではなく、ここに行くと「多様な人のも

つ想いや問題意識 」が溢れている場所です。めざ

すところは、誰もが持っている不満や、叶わぬとあ

きらめていた願いを持ち寄ることで、前向きな「問

い」（問いかけ）に変換し、みんなで協力しあって

行動を起こしていける関係性を生み出す場所です。
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Project 30

私たちがめざすこと

⾏政・企業・NPOのそれぞれの⼒を活かし、
社会的つながりを強くすることで
本質的な社会変容を起こすこと
私たちの信じること

志⾼き多様性ある30⼈が集まれば、
都市を変えることができる
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7

都市の未来をつくるのは、
人のつながり。

新しい地域経済プラットフォーム

「原宿 if space」の運用実験を

フューチャーセッションズが開始

̶̶ ̶ それを証明するプロジェクト。

「渋谷をつなげる 30人」プロジェクトは、渋谷区の総合政

策「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」で掲げる 20年

後の渋谷区の未来像を実現するために、渋谷区の企業・

行政・NPO・市民の 30名が参加し、連携して「つながり」

を深めながら、課題達成のためのビジネス活動を約半年

かけて立案・実行する、まちづくりプロジェクトです。

　イノベーションファシリテーターは、多様なステー

クホルダーの集合知を引き出し、主体的な変化のムー

ブメントを起こす、新たなリーダーシップの形です。

　if space は、1人のイノベーションファシリテーター

が、5人くらいから、多くは100人以上の参加者を招

き入れ、様々なスタイルで対話し、アイデアを出し、参

加者の主体性を引き出しながらプロジェクトを進める

ための専用空間です。簡単に移動できる椅子と机、

ボードがあり、ペアでの対話、ワールドカフェ、フィッ

シュボウル、一つのサークルになって話すなど、あら

ゆる対話の方法論に沿って、部屋のレイアウトを縦横

無尽に動かして対話を進められます。

　イノベーションファシリテーターは、想いを引き出

し、その先にある未来の兆しや、ファクトとしてのオー

プンデータを収集・可視化し、問題の本質を明らか

にします。そこから、今まで解けなかった課題を「独

i f  space  （=　　　　　　 ）は
「もし_____ だったら？」という、多様な問いが集まる空間

if (= innovation facilitator)  が
対話と協働の場を持つための、最高に使いやすい空間

自の視点の（前向きな）問い」に変換し、ステークホル

ダーを広げて招き入れ、対話を深めます。そして未来シ

ナリオを描き、バックキャスティングすることで、変化を

起こすビジネスアイデアを生み出します。最後には、そ

れを社会実装すると同時に、自社がその新価値を創出

できる組織になるための変革を仕掛けます。

　渋谷をつなげる30人では、企業・行政・NPOから

参加したメンバーたちが、渋谷の未来像を実現するた

めの課題を再定義し、自組織のビジネス活動で達成し

ていきます。

たとえば、セコムの組織変革、キユーピーの CSR を推進

するビジネスパーソン、渋谷区の経営企画で総合政策をつ

くる行政マン、NPO や起業家支援で有名な ETIC やサー

ビスグラント、そしてマイクロソフトの地方創生担当部長。

こんな多様性あるチームで「渋谷区の子どもの未来」をつ

くるビジネス活動を考えたら、何が生まれるでしょうか？

　if space は、ここに行けばソリューションがある

という場所ではなく、ここに行くと「多様な人のも

つ想いや問題意識 」が溢れている場所です。めざ

すところは、誰もが持っている不満や、叶わぬとあ

きらめていた願いを持ち寄ることで、前向きな「問

い」（問いかけ）に変換し、みんなで協力しあって

行動を起こしていける関係性を生み出す場所です。

原
宿
駅

JR

明
治
通
り

竹下通り

ラフォー
レ原宿

明治神宮前駅

イノベーションファシリテーション10のステップ

if space は、
フューチャーセッションの
特徴である、
次の3つの焦点を
感じられるような空間です。

オープンデータ
を可視化する

未来の兆し
を集める

想い
を引き出す

目を開く 問いを変える 未来像を描く 変化を起こす

1 問い
を再定義する4

2

3
ビジネスモデル

を産む

未来シナリオ
を描く7

8 組織変革
を起こす

社会実装
を試みる9

10
対話
を深める

ステークホルダー
を集める5

6

?

マルチステークホルダーが
集まることのパワー

焦点

1
焦点

2
焦点

3
イノベーション

ファシリテーターの
スキルとあり方

イノベーションが
生まれるプロセス

発行元　株式会社フューチャーセッションズ

ht tps://www.futuresessions.com

渋谷区神宮前 1-14-29 事務所棟 2F (NTT 都市開発クリエイティブスペース内 ) 
アクセス : JR 原宿駅 表参道口 徒歩 30 秒

原宿 if space

2016 年 12 月13 日発行

主催 : 株式会社フューチャーセッションズ　　 協賛 : 渋谷区　　 協力 : 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科 (SDM) 神武直彦研究室 / ecloo( スイス ) / Nor thern F l icker( 米国 ) / NPO 法人 ETIC. / サッポロホールディン

グス株式会社 / 株式会社ディー・エヌ・ エー　　 行政・市民メンバー : NPO 法人 ETIC. / NPO 法人グリーンズ / NPO 法人グリーンバード / NPO 法人サービスグラント / 渋谷区役所 / 代官山商店会 / NPO 法人代官山ひまわり / 区民( デザイナー ) 

/ NPO 法人二枚目の名刺 ( 五十音順 )　　 企業メンバー : NTT 都市開発株式会社 / 株式会社ギガプライズ / 株式会社 CAMPFIRE / キユーピー株式会社 / 株式会社京王興産 / 京王電鉄株式会社 / コクヨ株式会社 / 株式会社 STYZ / セコム株

式会社 / セコムトラストシステムズ株式会社 / 株式会社ダイアナ / 株式会社デサインオフィス ライン / 東急不動産株式会社 / 株式会社中島董商店 / 日本マイクロソフト株式会社 / 株式会社ビームス / ボッシュ株式会社 ( 五十音順 )

GAP

東京メトロ千代田線
明治神宮前 (原宿)

出口 2

原
宿
駅

JR

表
参
道
口

明
治
神
宮
御
苑

OSHMAN’S

神宮橋
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渋⾕区基本構想をセクター横断で実現する
「市⺠協働イノベーションエコシステム」をつくる

渋⾕区基本構想
ちがいを ちからに 変える街。渋⾕区

A ⼦育て・教育・⽣涯学習
それぞれの成⻑を、⼀⽣よろこべる街へ。

B 福祉
あらゆる⼈が、⾃分らしく⽣きられる街へ。

C 健康・スポーツ
思わず⾝体を動かしたくなる街へ。

D 防災・安全・環境・エネルギー
⼈のつながりと意識が未来を守る街へ。

E 空間とコミュニティのデザイン
愛せる場所と仲間を、誰もがもてる街へ。

F ⽂化・エンタテイメント
あらたな⽂化を⽣みつづける街へ。

G 産業振興
ビジネスの冒険に満ちた街へ。
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30⼈というマジックナンバー

渋⾕区のまちづくり
のプレイヤーとして
丁寧に選んだ、
30⼈のマルチ
ステークホルダー
信頼のつながりを作れる最⼤数

かつ
多様性を確保できる最⼩数
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1期 NTT都市開発, CAMPFIRE,キユーピー,京王電鉄,コクヨ,セコム,東急不動産,⽇
本マイクロソフト,ボッシュ,ビームス

2期 NTT都市開発,京王電鉄,東急不動産,東京ガス,パルコ,フロンティアインターナ
ショナル,ボッシュ,みずほ銀⾏,みずほ情報総研,ラフォーレ原宿

3期
アダストリア,Airbnb Japan,グーグル,京王電鉄,サッポロ不動産開発,サニー
サイドアップ,TSUTAYA,東急不動産,ナイキジャパングループ,ビームス,ボッ
シュ,みずほ銀⾏

4期 Uber Japan,NTTドコモ,京王電鉄,サッポロ不動産開発,TSUTAYA,東急不動
産,パーソルテクノロジースタッフ,ビームス,ベイクルーズ,ボッシュ

5期 サッポロ不動産開発,ZENKIGEN,蔦屋書店,東急不動産,ニッシリ,FUSION
,PLAYNEW（Tokyo City FC）,ホーン,みずほ銀⾏,ランドアーツ,

主な過去の参加企業(各期五⼗⾳順／⼀部抜粋)
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つながりを⽣み出す仕掛け

企業

本社

事業A

事業B
企業や市民と目的を共有し、それに向けた協力関係づくりの経験ができ、
多様な立場から、渋谷区を多面的に考える機会が得られる

自治体や企業と連携することで、視野が広がりまちづくりを大きく加速できる

企業間、セクター間など通常業務では広がり得ないネットワークが生まれることで
視野が広がることで活動範囲が広がり、今まで対象に入っていなかった
領域にビジネスチャンスを見出すことができる

オープンイノベーションをリードできるイノベーター社員が必要

地域をリードできるイノベーター職員が必要

まちづくりを進めるためには自治体や企業との協力が必要

自治体の声

企業の声

NPO・市民の声

イノベーションファシリテーター

⾏政

NPO

地元
商店

区⺠異業種
企業

企業や市民と目的を共有し、それに向けた協力関係づくりの経験ができ、
多様な立場から、渋谷区を多面的に考える機会が得られる

自治体や企業と連携することで、視野が広がりまちづくりを大きく加速できる

企業間、セクター間など通常業務では広がり得ないネットワークが生まれることで
視野が広がることで活動範囲が広がり、今まで対象に入っていなかった
領域にビジネスチャンスを見出すことができる

オープンイノベーションをリードできるイノベーター社員が必要

地域をリードできるイノベーター職員が必要

まちづくりを進めるためには自治体や企業との協力が必要

自治体の声

企業の声

NPO・市民の声

企業や市民と目的を共有し、それに向けた協力関係づくりの経験ができ、
多様な立場から、渋谷区を多面的に考える機会が得られる

自治体や企業と連携することで、視野が広がりまちづくりを大きく加速できる

企業間、セクター間など通常業務では広がり得ないネットワークが生まれることで
視野が広がることで活動範囲が広がり、今まで対象に入っていなかった
領域にビジネスチャンスを見出すことができる

オープンイノベーションをリードできるイノベーター社員が必要

地域をリードできるイノベーター職員が必要

まちづくりを進めるためには自治体や企業との協力が必要

自治体の声

企業の声

NPO・市民の声

企業、⾏政、NPO
のそれぞれに、
イノベーション
ファシリテーターが
育ち連携する

イノベーション
ファシリテーターの役割
新たな「問い」を⽣み出し
ステークホルダーを招き⼊れ
新たな解決策を実現に導く



渋30

プロジェクト

地域課題解決

⾃社でのビジネス的
価値の創造

SH
SH SH

ステークホルダー

【挑戦2】
オープンセッションを
通じたステークホル
ダーとの協働

⾃治体

NPO

【挑戦１】
違うセクターの
メンバーとの

コラボレーション

企業

30⼈それぞれが体験する、3つの挑戦

【挑戦3】
⾃組織変⾰

と
ビジネス創造

PR

⼈財
育成

部署
CSR

新規
事業

⾃組織
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3つのステップ

13

＜オープンセッション＞

多様なステークホルダーが
「⼀緒に考えたい︕」と思える
「パワフルな問い」を⽴て、
⾮当事者が当事者にしていく。

通信機器
メーカー 「家族の絆をもっと

強くしたい」

⾃動⾞
メーカー ハウス

メーカー

⾷品・飲料
メーカー⾏政・

⾃治体

既存の
延⻑発想

「もっと
売れる
スマホ」



① クロスセクターの協働で、社会課題解決を⾏う（⼩さい循環）
② これを持続的にするために、各々の事業を相互⽀援する（⼤きい循環）

企業メンバーの
• 事業テーマ︓
• 問題意識︓
• 組織のリソース︓

⾏政メンバーの
• 事業テーマ︓
• 問題意識︓
• 組織のリソース︓

協働

協働

協働 協働事業

NPOメンバーの
• 事業テーマ︓
• 問題意識︓
• 組織のリソース︓

企業メンバーの
• 事業テーマ︓
• 問題意識︓
• 組織のリソース︓

事業

事業

事業

①

②

実装＝街中でプロトタイピング「まずはやってみる」

＜⼤きい循環＞
各組織の事業の相互⽀援

＜⼩さい循環＞
協働による社会課題解決

14



【具体事例 1】

⻑年課題だった街の落書き問題を企業と⾏政がコラボレーションし、「楽しく解決」
⺠間主体で「事業」としてプロジェクトを推進。⼀般社団法⼈も設⽴。
区のバックアップを得て、どんどん活動の輪を拡⼤中。

【メンバー】

15

�� ��

�� ��



16

【具体事例 2】

2020年4⽉〜の緊急事態宣⾔下、集客に苦しむ区内全域の飲⾷店の
テイクアウトとデリバリーが可能な店舗⼀覧のマップをコミュニティ
ベースで作成。（https://oishibuya.com/）

【メンバー(⼀部抜粋)】



•⼤事にしているのは、アイデアの質 ＜ 関係性の質

関係性の質がアイデアの量・質や実⾏性に⽐例する。

•イノベーター⼈財は、⼀⼈だけで育てることはできない
イノベーター⼈財は、ネットワークとして育つ
• ネットワークの参加者の質（志の⾼さ）
• ネットワークの多様性（異分野、異⽂化、他セクター）
• ネットワークの凝縮性（地域を限定する）
• ネットワークの⾃発性（参加ではなく、主体者）

17

＜洞察＞



メディア掲載
Forbes Japan
ディレクターの加⽣が

「渋⾕区から始めるコレクティブ・インパクト」を連載中。

https://forbesjapan.com/author/detail/1585

●「社会を良くする」は⼤きすぎる 渋⾕を変えるプロジェクト誕⽣秘話

●渋⾕の「落書き問題」 解決の突破⼝はオープンセッションにあった

●服でボランティアのイメージを変える──渋⾕xビームス社員の挑戦

● 「官⺠連携」がうまくいかない理由と打開のための3つのヒント

●助成や寄付のイメージを超える。まちづくりにおけるNPOの可能性

●渋⾕の成功をナゴヤにも。「つなげる30⼈」横展開の舞台裏

●前例主義を打ち破れ。「つなげる公務員」が地域を動かす

●コロナ禍でつながる渋⾕のチカラ コミュニティによる飲⾷店救済の動き

おしえて︕アミタさん
（企業のCSR・環境戦略をご⽀援する情報ポータルサイト）

代表野村が「スローイノベーションの時代」を連載中

https://www.amita-oshiete.jp/column/category/series/slow-innovation.php

●セクター横断の協創が必要とされる時代背景

●協創が⽣まれる⼟壌を地域でつくる 18

Internet Watch

＜プログラムレポート＞

●IT企業が集まる「渋⾕」が⽬指す

20年後の街づくりとは︖

https://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/1221867.html

＜集中連載＞

※4期から⽣まれたプロジェクトを

詳細に取り上げていただきました。

https://internet.watch.impress.co.jp/docs/event/1241113.html

●古着の活⽤など、エンターテイメントで社会課題の解決ができる渋⾕へ

●渋⾕発のキャリア教育で、⼦供たちに「未来に⽴ち向かう⼒」を

●渋⾕を活かす「マイノリティの働き⽅⽀援」、障害者やLGBTQなど
多様な⼈材の活躍を

●「渋⾕の公園」のあるべき姿は︖ 「シブヤ コオエン部」が⽬指すビジョン

●渋⾕の「困りごと」を広告賞で解決︖



企業枠
経営企画、事業企画、⼈材育成、研究開発、
マーケティングなど、社会課題や
イノベーションに関わる次世代リーダーの⽅々

招待枠
渋⾕区の価値創造にアクティブな
⾃治体職員、NPO、市⺠のみなさま

開催概要

主催 協賛（予定）

参加費

企業枠
55万円（税込）／⼈
※各社2名まで。2名の場合、割引適⽤
させていただき、88万円（税込）

スタートアップ（創業5年以内）枠
16.5万円（税込） ／⼈
※2名以上参加ご希望の場合は要ご相談
※5〜10枠を想定していますが、最終的
な枠数は申込み状況を⾒ながら事務局に
て判断させていただきます。

招待枠
10名（無料︓⾃治体、NPO、市⺠など）

参加してほしい⽅

開催期間（案）︓
2021/10⽉
〜2022/3⽉

開催時間（案）︓
平⽇13:00-17:30
（⽉1回）

開催場所︓
感染状況によって
オンライン開催
する場合もあります。

※リアル開催の場合、
区内会議室等での実施

19



スケジュール（予定）
⽇程 概要

Day1 10/7（⽊） 13:00-17:30 ・オープニング
・ファシリテーション研修を通じた相互理解

Day2 11/4（⽊） 13:00-17:30 ・ファシリテーション研修を通じ「取り組む課題の
明確化」と「解決策」の対話

Day3 12/2（⽊） 13:00-17:30
・テーマオーナープレゼン
・チーム形成
・オープンセッション準備

Day4
オープンセッション 1⽉中旬 ※プロジェクト毎

開催 オープンセッション開催

Day5 2/3（⽊) 13:00-17:30
・オープンセッションの振り返り
・事業構想
・社会実験（プロトタイプ）企画⽴案

社会実験 街なかで社会実験企画実施

Day6 3/17（⽊） 13:00-17:30 クロージング及び、夜に最終報告会

20



新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌対策について

•原則、オンラインでのセッション進⾏を⾏いますが、状
況を⾒ながらリアルでの開催も検討していきます。

•リアルでのセッション時は密を避け、マスク着⽤の徹底、
消毒液の⽤意、検温実施、換気実施等、出来うる対策を
講じます。

•2020年度は、約8割のセッションをオンラインにて開
催しました。

21



野村 恭彦, 博⼠（⼯学）
• Slow Innovation株式会社 創業者
• 株式会社フューチャーセッションズ 創業者
• ⾦沢⼯業⼤学（KIT⻁ノ⾨⼤学院）教授
• 国際⼤学GLOCOM 主幹研究員
• 渋⾕未来デザイン フューチャーデザイナー
• ⽇本ナレッジ・マネジメント学会 理事
• ⽇本ファシリテーション協会 フェロー
• 著書に「フューチャーセンターをつくろう」「イノベーション・ファシリテーター」など、監訳

に「コミュニティ・オブ・プラクティス」、「ゲームストーミング」、「コネクト」、「シナリ
オ・プランニング――未来を描き、創造する」など多数

22

2012年 フューチャーセッションズ起業
⼤企業を顧客に、⾏政・NPOと

社会イノベーションの共創

2015年 地域プラットフォーム事業発⾜
⻑⾕部 渋⾕区⻑への協⼒がきっかけで、

地域イノベーションを本格始動

2019年10⽉ Slow Innovation発⾜
京都市と渋⾕区を中⼼に、全国の地域から

イノベーションを推進することに専念
今

代表者 紹介

渋⾕区での実績
• 「渋⾕区かもづくりフューチャーセッション」

でのメインファシリテーター （2015年〜
2017年）

• 「渋⾕をつなげる30⼈」主宰
（2016年度〜2019年）

• 「ササハタハツまちづくりフューチャーセッ
ション」でのメインファシリテーター
（2017年〜2019年）

京都市での実績
• 京都市未来100⼈委員会成果発表会 ゲスト

（2015年〜2016年）
• 市⺠協働ファシリテーター研修

（2017年〜2019年）
• X Cross Sector Kyotoキックオフ

メインゲスト（2019年）
• 「京都をつなげる30⼈」

（2019年10⽉末 開始予定）

他地域での実績
• 札幌市 商店街活性化プロジェクトのメインファ

シリテーター（2014年）
• 相模原市 公⺠連携ファシリテーター研修

（2017年〜2019年）
• Yahoo地⽅創⽣フォーラムでのメインファシリ

テーター（2017年〜2019年）
• 万博誘致委員会 SDGs共創イノベーションでの

メインファシリテーター（2017年〜2018年）


